
刀の見どころと
魅力



日本刀とは・・・・

日本刀（にほんとう）は、日本固有の鍛冶製法によって作られた刀類の総称である。

刀剣類は、日本では古墳時代以前から製作されていたが、一般に日本刀と呼ば

れるものは、平安時代末期に出現してそれ以降主流となった反りがあり刀身の片

側に刃がある刀剣のことを指す。

寸法により刀（太刀・打刀）、脇差（脇指）、短刀に分類される。広義には、長巻、薙
刀、剣、槍なども含まれる。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8D%9B%E5%86%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E5%A2%B3%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%AE%89%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%80%E5%89%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E5%88%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%89%93%E5%88%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%87%E5%B7%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%AD%E5%88%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E5%B7%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%96%99%E5%88%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A7%8D


魅力―その1
刀剣の種類

槍 薙刀 剣 短刀 打刀 太刀 



魅力―その2
刀剣の造り込み

おそらく造り 両刃造り 鵜の首造り 菖蒲造り 平造り 鎬造り 切刃造り



中直刃 蛙子丁子 大のたれ 互の目 小乱れ
粟田口吉光 長船長光 相州貞宗 筑州左文字 豊後行平



魅力―その4
刀剣の鍛え肌



魅力―その5
刀剣の切っ先



【普通形】
刀銘備前国住長船忠光

【雉子股形】
太刀銘宗吉作

【振袖形】
短刀銘来国俊

【舟底形】
刀無銘貞宗

【タナゴ腹形】
脇差銘勢州桑名住村正

【薬研形】
刀銘繁慶

魅力―その6
刀剣の茎



魅力―その6
刀剣の彫刻



日本刀の名称・・・



刀剣史上
の区分

日本刀の姿 年号

古刀

平安時代末
期～

1595年(文
禄4年)

新刀

1596年(慶
長元年)～
1780年(安
永9年)

新々刀

1781年(天
明元年)～
1876年(明
治9年)

廃刀令まで

現代刀
1876年(明
治9年)～

※古刀より前の刀剣（
上古刀は、「日本刀」
ではなく「刀剣」と称
します。）は上古刀と
呼ばれ、剣や直刀てご
紹介します。

刀剣史上
の区分

日本刀の姿 年号

古刀
平安時代末期～
1595年(文禄4年)

新刀
1596年(慶長元年)～

1780年(安永9年)

新々刀
1781年(天明元年)～

1876年(明治9年)
廃刀令まで

現代刀 1876年(明治9年)～。

日本刀の製作時代区分



日本における日本刀の五大刀工流派のこと。令制国の大和国・山城国・
備前国・相模国・美濃国を発祥とし、それぞれ大和伝、山城伝、備前伝、
相州伝、美濃伝という。これ以外の小さな流派は脇物といった。これらを
系統づけたのは、代々足利将軍家に使えた研師で、豊臣秀吉以後は刀
の鑑定も務めた本阿弥家であり、最終的に本阿弥光遜がまとめ上げた。
確認できる五箇伝の刀工数は、備前4005、美濃1269、大和1025、山城
847、相州438であった

日本刀五箇伝（ごかでん）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%88%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%80%E5%B7%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%A4%E5%88%B6%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%92%8C%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E5%9F%8E%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%82%99%E5%89%8D%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%B8%E6%A8%A1%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BE%8E%E6%BF%83%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%B3%E5%88%A9%E5%B0%86%E8%BB%8D%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B1%8A%E8%87%A3%E7%A7%80%E5%90%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%AC%E9%98%BF%E5%BC%A5%E5%85%89%E9%81%9C


名 刀 鑑 賞

二荒山神社の太刀国宗 鎌倉時代



国宝七支刀

奈良県天理市の石上神宮に伝来する古代の鉄剣である。

全長74.8センチメートル、剣身の左右に段違いに3本ず
つ、6本の枝刃を持つ。剣身に金象嵌の銘文が記されて
いる。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%90%86%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E4%B8%8A%E7%A5%9E%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E8%B1%A1%E5%B5%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E7%9F%B3%E6%96%87


•指定：国宝
•直刀 無銘 （号：丙子椒林剣）
•四天王寺蔵
•長さ 65.8cm

上古刀としては現存する最高の出来であるとされる。

同じく四天王寺に伝わる七星剣とともに聖徳太子の佩刀
と伝えられる。この種の上古刀の伝世品（出土品でない
もの）は正倉院宝物の刀剣類以外には稀少で、貴重な
存在である。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%88%80#%E6%99%82%E4%BB%A3%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E5%88%86%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%83%E6%98%9F%E5%89%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%96%E5%BE%B3%E5%A4%AA%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A3%E5%80%89%E9%99%A2


厳島神社の古備前 友成

太刀 銘「友成作」 79.3cm、反り3cm
国宝 厳島神社所蔵 友成は古備前派中での代表的名
刀とされる
平安時代

太刀 長さ83cm、反り3.3cm、重要文化財となっている
平安時代

北 野 天 満 宮 の 「 安 綱 」 鬼 切 丸 ・ 髭 切



太刀 銘 則宗 日枝神社蔵 （国宝）
長さ：78.5cm、反り:2.7cm
平安時代後期

太刀 銘 真恒 久能山東照宮蔵(国宝)
長さ: 89.4cm 反り3.9cm 
平安時代後期



小太刀
長さ54・4cm 反り1・67cm
銘 表 来國俊 鎌倉時代
栃木県 二荒山神社蔵
鎌倉時代前期

剣 国宝
長さ 22.9cm
反り なし
銘 吉光 鎌倉時代
石川県 白山比咩神社蔵
鎌倉時代前期



大包平（おおかねひら）
•指定：国宝
•太刀 銘 備前国包平作 （名物：大包平）
•東京国立博物館蔵
•長さ 2尺9寸4分5厘（89.23cm）
•反り 1寸1分5厘（3.48cm）
•平安時代後期



小竜景光（こりゅうかげみつ）
•国宝 太刀 銘 備前国長船住景光
元亨二年五月日 （号：小竜景光）
•東京国立博物館蔵
•長さ 73.9cm 反り 3.0cm
•鎌倉時代中期

大般若長光（だいはんにゃながみつ）

•国宝 太刀 銘 長光 （号：大般若長光）
•東京国立博物館蔵
•長さ 73.6cm  反り 3.0cm
•鎌倉時代中期



石田正宗（いしだまさむね）
•指定：重要文化財
•刀 無銘 相州正宗 （名物：石田正宗）
•東京国立博物館蔵
•長さ 2尺2寸7分（68.78cm）
•反り 8分2厘（2.48cm）

亀甲貞宗（きっこうさだむね）
•指定：国宝
•刀 無銘 相州貞宗 （名物：亀甲貞宗）
•東京国立博物館蔵
•長さ 2尺3寸4分（70.9cm）
•反り 8分弱（2.42cm）



古今伝授の太刀（こきんでんじゅのたち）
•指定：国宝
•太刀 銘 豊後国行平作 （号：古今伝授
の太刀）
•永青文庫蔵
•長さ 2尺6寸4分（79.9cm）
•反り 9分8厘（2.9cm）

村雨助広（むらさめすけひろ）
•刀 銘 津田越前守助広 村雨 延宝六年
二月日 （号：村雨）
•長さ 2尺7寸4分（83.0cm）
•反り 1分4厘（4.2cm）



日本号（にほんごう）
• 金房政次 （号：日本号）
•福岡市博物館蔵
•大身槍 無銘長さ 79cm  反り なし
•室町時代

蜻蛉切（とんぼきり）
•槍 銘 藤原正真作 （号：蜻蛉切）
•長さ 43.7cm  反り なし
•室町時代



天
下
五
剣

童子切安綱（どうじぎりやすつな）
•指定：国宝
•太刀 銘 安綱 （名物：童子切）
• 平安時代
•東京国立博物館蔵
•長さ 80.2cm 反り 2.7cm
•平安時代中期



鬼丸国綱（おにまるくにつな）
•御物 太刀 銘 国綱 （名物：鬼丸国綱）
•宮内庁蔵
•長さ 78.17cm 反り3.0cm
•鎌倉時代前期

数珠丸恒次（じゅずまるつねつぐ）
•重要文化財 太刀 銘 恒次 （名物：数珠丸恒次）
•本興寺蔵
•長さ 83.9cm 反り 3.0cm
•平安時代後期



大典太光世（おおてんたみつよ）

•国宝 太刀 銘 光世作（名物：大典太）
•前田育徳会蔵
•長さ 66.1cm 反り 2.7cm
•平安時代後期

三日月宗近（みかづきむねちか）

•国宝 太刀 銘 三条（名物：三日月宗近）
•東京国立博物館蔵
•長さ 80.0cm 反り 2.8cm
•平安時代中期



姫鶴一文字（ひめつるいちもんじ）

•重要文化財 太刀 銘 一 号：姫鶴一文字）
•米沢市上杉博物館蔵
•長さ 71.66cm 反り 2.12cm
•鎌倉時代前期

山鳥毛（さんちょうもう）

•国宝 太刀 無銘 一文字 （号：山鳥毛）
•長さ 80.3cm 反り 3.18cm
•鎌倉時代前期

上杉景勝御手選
三十五腰之内

上杉景勝が父上杉謙
信より受け継いだ蔵刀
類の中から名刀三十五
振を選りすぐったものを
いう




